
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

🎍あけましておめでとうございます🎍 
新しい１年がスタートしました。今年は、新型コロナウイルス感染症の 

影響で、いつもと違ったお正月を迎えたのではないでしょうか。 

感染症対策を行いながら、 

皆様が心身共に健康に過ごせ 

ますように…。 

今年もよろしくお願い致します。 

かぜをひいた後、気をつけたいのが「急性中耳炎」。鼻

水が耳管（鼻と耳をつなぐ管）を通って耳に流れ込み、

炎症を起こします。子どもは耳管が短くて太いため、急

性中耳炎になりやすいのです。 

繰り返しやすく、滲出性中耳炎に移行

しやすいので、きちんと治すことが大切 

●鼻水はこまめにとる 

●はなは強くかまない。片方ずつ、やさしくかむ 

高熱 症状 

春の七草（七草がゆ） 
 

１月７日は、せり・なずな・ごぎょう・
はこべら・ほとけのざ・すずな・すずし
ろの七草が入った七草がゆを食べ、胃
腸をいたわりましょう。おかゆの味付け
が苦手な子どもには雑煮風やすまし汁
にして食べるのもおすすめです。 

ほけんだより
令和３年１月４日 中央保育所 鼻水の色を見てみよう 

透明 

気温の変化によるものやかぜの初
期症状の場合に見られます。鼻水
は垂れたままにしていると肌荒れの
原因になるので注意が必要です。 
 

黄色から緑色 

細菌に感染している可能性があり、
緑色に近いほど症状が悪いので早
めに病院へ行きましょう。また、透
明の鼻水に比べてドロッとしている
ため、鼻の奥で溜まってしまうこと
があります。その時は加湿などを行
い、鼻水を出しやすくしましょう。 

まず、口から息を吸い込み

ます。ティッシュを広げ、

鼻全体を包むように押さえ

ましょう。 

鼻をつまむように拭き取

り、ティッシュはゴミ箱に

捨てましょう。 

片方の鼻の穴を押さえ、

ゆっくり少しずつかみま

す。強くかみ過ぎないよ

うに気を付けましょう。 

じょうずに鼻をかみましょう 

スキンケア 

湿度が 50％以下になると、皮膚の乾

燥が始まると言われています。加湿

器の使用や洗濯物の部屋干しなど

で、室内の湿度調節を行い、衣類は

通気性がよい物を選びましょう。特に

乳児は、冬場だけでなく一年を通した

スキンケアが欠かせません。医師や

薬剤師に相談して、子どもの肌質や

年齢に合った保湿剤を見つけておくの

もよいでしょう。 

乾燥対策のポイント 

毎日の入浴で体を清潔に保つことは大切です
が、洗浄力の強い石けんやボディソープで洗う
と、かえって肌を乾燥させます。洗浄力がゆる
やかで刺激の弱い物を少量、よく泡立ててから
使いましょう。肌が乾燥気味の時は、タオルを
使わず、手で優しく洗う程度で十分です。ま
た、保湿成分を含む入浴剤を使用するのも効果
的です。かゆみが強い時は、ぬるめの湯温で
入浴しましょう。 

●入浴ポイント 

予防 

激しい 

耳の痛み 

一時的な難聴､ 

閉そく感 


